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令和７年度 岩手県立前沢高等学校 第１回学校運営協議会 会議録 

 

１ 日 時  令和７年６月 10日（木） 15：00～16：15 

２ 会 場  本校会議室 

３ 参加者 

 学校運営協議会委員 

No. 氏 名 所 属・職 名 備 考 

１ 高 橋 清 治 奥州市前沢総合支所・総合支所官 行政関係者 

２ 瀬 川 達 雄 前沢図書館・館長 学習活動施設代表 

３ 三 浦   真 前沢商工会・会長 商工会代表 

４ 及 川 順 也 岩手銘醸株式会社・専務取締役 企業関係者 

５ 南 幅 正 勝 前沢中学校・校長 接続する学校の職員 

６ 菊 地 ま ゆ 前沢パン教室・講師 地域関係者 

７ 岩 渕 理 恵 前沢高校・ＰＴＡ会長 ＰＴＡ代表 

８ 古 川 美 香 前沢高校・元ＰＴＡ会長 ＰＴＡ代表 

９ 佐 藤 文 子 前沢高校・校長 当該校職員 

10 高 野 敦 志 前沢高校・副校長 当該校職員 

11 小 泉 康 長 前沢高校・総務生徒指導課長 当該校職員 

13 渡 部   亨 

(代 継枝 斉) 

前沢高校・教務進路指導課長 

（前沢高校・教務主任） 

当該校職員 

14 庄 司   綾 前沢高校・教育相談保健厚生課長 当該校職員 

                  ※ ２名所用により欠席 

 

４ 次第及び会議録 

 ⑴ 開会 

  【副校長】 

    資料確認。辞令書について。本会成立の報告。開会。 

 ⑵ 校長あいさつ 

  【校長】 

    今年度は新入生 32 名を迎え、全校生徒 86 名でスタートした。昨年度から５名の

生徒増となっている。クラス数は３年生が２クラスで、１・２学年が１クラスである。 

   ５月に開催された県高総合体では男子バドミントン部が７年連続 31回目の優勝を果

たし、山口県で開催されるインターハイに出場する。またダブルス・シングルスでも

優勝した。女子は学校対抗で第３位ということで健闘した。女子ソフトテニス部は３

年生１名が岩谷堂・平舘・江南義塾盛岡の４校合同チームで団体出場することができ

た。２回戦から出場で勝利しベスト 16と３年生最後の大会で健闘した。また本日ま
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で前期中間考査であった。頑張って取り組んでくれたと思う。本日から部活動も再開

される。今年度は創立 100周年の年であり、事業もスタートしている。牛まつりのボ

ランティアには約 60名参加。地域活動にもこれまでどおり取り組んでいきたい。 

   引き続き、皆様からも生徒に声をかけていただきながら一緒に学校経営を進めてい

きたいのでよろしくお願いしたい。 

     

 ⑶ 自己紹介 

    上記の表の順に自己紹介。高橋清治委員を会長、瀬川達雄委員を副会長に選出。 

 

 ⑷ 資料説明 

  ア 令和６年度岩手県立前沢高等学校経営計画・働き方改革アクションプラン・学校概

況について【校長】 

    学校経営計画について、昨年度３回目の学校運営協議会でお示ししたものから大

きな変更はない。昨年度、重点目標の達成指標は全てクリアできたが、生徒も変わる

ことなので、指標の数値を引き上げることはしていない。まずは今年度の生徒達で指

標を達成できるようにしたい。 

    働き方改革アクションプランについて、昨年度の「岩手県教職員働き方改革プラン」 

   の目標達成状況、年次休暇の取得状況について資料のとおり。職員が減ったこともあ

るが、本校の課題は休日の大会引率等の振替取得が困難な点。合わせて時間外勤務し

ている職員が固定化しているので声がけしていきたい。事務室体制も今年度大きく

変わり、水沢高校の事務長が本校の事務長を兼務する形になった。週に一度来てもら

っている。 

    学校概況について、資料のとおり地域に貢献できる人材の育成を目指して、４月か

ら様々な活動に取り組んでいる。昨年度はのべで全校生徒の 3 倍に近い数が地域活

動に参加してくれた。今年度も引き続き進めていきたい。通級指導について、開始し

て７年目。今年度は 3 名の生徒を対象に取り組んでいる。すぐに結果が出るもので

はないが、積み重ねることでそれぞれの生徒たちが少しでも生活しやすいように取

り組んでいる。昨年度から中学校の先生向けに通級の説明会を実施しており、今年度

も実施予定。教育相談情報交換会について、週に１回実施。メンバーは資料のとおり。

学習面だけではなく生活面での困り感や友人間のトラブルなど大きな問題になる前

に、職員間で情報を共有し、対応につなげている。昨年度の進路状況について、この

春の卒業生は就職が若干多かった。キャリア教育について、昨年度から１学年のイン

ターンシップは前沢商工会の協力をいただいて全員が前沢地域で実施している。引

き続きご協力いただきたい。新入生の状況について、部活動所属無しが増えてきてい

る。中学校でも所属してない生徒が入学してきているのでこの傾向は続くと思う。 
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  イ 令和７年度校務分掌運営方針について 

【総務生徒指導課長・教務主任・教育相談保健厚生課長・副校長】 

    各課、事務室の今年度の重点目標、具体的取組について説明。 

 

  ウ 参考資料について（高校説明会・いわて留学・創立 100周年記念事業） 

【副校長】 

    高校説明会資料について、中学生や保護者にボランティアや集団指導をベースに

個に応じた丁寧な指導、進路実績等ＰＲして希望者増につなげたい。また体験入学の

お知らせに合わせて、いつでも普段の学校生活を見学することができることも伝え

たい。 

    いわて留学について、現在申請中であることと概要については資料のとおり。 

    創立 100周年記念事業について、今月第６回実行委員会を開催する。進捗状況及び

今後の予定について資料のとおり。クラウドファンディング等ご協力に感謝する。 

     

 ⑸ 協議（質疑応答・提言・要望等） 

  【委員①】 

    職員減とはどのくらいの規模なのか。 

  【校長】 

    対象となる指導教諭・教諭のところで昨年度から 3 名減。また事務長が兼務につ

いては先ほど説明したとおり。 

  【委員①】 

    職員減の中で働き方改革の目標を達成しなければならないのは大変だと感じる。

次に前沢牛まつりボランティアに生徒がたくさん参加したとのことだが、生徒の反

応はどうか。 

  【総務・生徒指導課長】 

    やってよかったという意見が多かった。またボランティア等の活動があれば参加

しようという気持ちが根付いているように感じる。表情からも充実感が見て取れた。 

  【委員②】 

    前沢牛まつりボランティアの窓口になっているのはどこか。 

  【委員③】 

    窓口となり、依頼等連絡や交渉は実行委員会になる。 

  【委員②】 

    証明書は出しているのか。 

  【校長】 

    証明書は出ていないが、各ボランティア参加等については、学校で把握している。

ちなみに前沢牛まつりボランティアには昨年度も 50 名以上参加しており、２・3 年

生は続けて参加している生徒も多く、前向きに取り組んでいると思う。 
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  【委員①】 

    牛まつりで高校生がアンケートをとっていたものは。 

  【委員③】 

    実行委員会でお願いしているボランティアの一つ。高校生からお願いされると本

音で回答してもらえると考えている。高校生も対話があり、自分からアクションをお

こす中身なのでやりがいを持って取り組んでいるのではないか。 

  【委員④】 

    地域の方と触れ合えるほか、昨年は天候が悪く来場者が例年より少ない中、高校生

がステージを盛り上げてくれていた。高校生自身も楽しみながらボランティアに取

り組んでいる。ラジオでも取り上げてくれた。 

  【委員②】 

    いわて留学について、学校のＰＲはもちろん、入学者を増やすためには、住居や食

事等、市のサポートも必要ではないか。 

  【委員①】  

    いわて留学を実施することは決定したのか。 

  【校長】 

    現在、申請中である。住居確保できる人数を考えて募集人数を定めている。前沢不

動産にもお声がけして、前沢地域の方の力もお借りして進めているところ。 

  【委員③】 

    前沢商工会総会でもその意見が出された。今は下宿という形が難しいと思うので、

アパートを借り上げた形など、今の生徒に合わせた支援が必要だと思う。現在、いわ

て留学を実施している高校には、かなり行政の力も入っているので、そこは行政にも

お願いしたい。一緒にやっていきたい。また今、心配しているのは工業高校の統合に

ついて。場所によっては、新しい高校ができた時に前沢高校は無くしても良いと考え

られてしまうのではないか。前沢高校は前沢高校で先ほども話で出たような魅力を

出して、それぞれの学校が頑張れるようになるのが理想。応援していきたい。 

  【委員②】 

    通級制度は前沢高校の強みだと思う。中学校の先生に説明会をしているというこ

とで、少子化の流れは止まらないが、前沢高校の強みをＰＲし続けて入学生の確保に

つなげてほしい。また岩手県の自殺の問題が報じられたが、「心の健康づくり講座」

を実施することは非常に有意義だと思う。 

  【委員③】 

    通級についてもう少し詳しく教えてほしい。 

  【教育相談・保健厚生課長】 

    生活していく上で困っている部分を身につけていくことを目的にした自立活動と

いう科目。各教科の個別補習ではない。 

  【委員③】 
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    私は支援学校との連携と勘違いしていた。 

  【教務主任】 

    本校は自校通級の形で進めている。 

  【委員①】 

    通級は、他の高校でもやっているのか。 

  【教育相談・保健厚生課長】 

    県内では今年度本校を入れて６校である。また支援学校の先生に授業を行っても

らう形での連携ではない。通級は週２～３時間の選択科目の位置づけ。他の時間は全

て他の生徒と同じカリキュラムである。 

  【校長】 

    １学年時に各教科の先生方の評価やインターンシップの企業の評価、また保護者・

本人の意思を確認して、２年生から取り組む形。 

  【委員①】 

    日本農業遺産に係る取組ついて前沢高校の魅力になるものか。 

  【副校長】 

    これからのものなので、何とも言えないが行政のバックアップがある。探究的な学

びにつながるし、中学校との連携につながっていければ可能性がある。 

  【委員③】 

    私も長く地元にいても知らないことがある。実際に見て、また地元の歴史を知るこ

とは有意義だと思う。 

  【委員⑤】 

    創立 100周年記念式典について教えてほしい。 

  【副校長】 

    式典は 11月８日（土）午後、場所は前沢ふれあいセンター。 

  【副校長】 

    最後に、今年度の学校経営計画の基本方針について承認いただける方は拍手をお 

願いします。 →  承認。 

 

 ⑹ 諸連絡 

  【副校長】 

    第２回の運営協議会について、11月下旬午後開催を予定。生徒会役員も参加予定。

主な議題は、学校経営計画等進捗状況等について。生徒会役員の意見交換会について

もご協力いただければありがたい 

 

 ⑺ 閉会 

 

    


